
つ
う
つ
ひ
つ
も
ヨ
つ
ま
つ
ひ
ニ
ヒ

紹
　
　
介

’
聖
」
、
亀
｛
騨
暑
ー

測偲勢
姿

のめたの散
拡

杯
介紹

6
5

1

の
δ
琶
δ
『
甘
8
ヨ
豊
8
巴
勺
8
8
男
窃
＄
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冒
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塞
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馬
＞
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δ
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◎
b
℃
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目
坦
旨
o
目
卿
聞
量
コ
9
の
ヒ
冠
”
冒
o
口
α
o
口
゜

黒

沢
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一
九
六
八
年
の
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
N
P
T
）
は
、
現
代
軍
縮
国
際
法
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
、
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
を
分

離
し
前
者
に
は
核
兵
器
の
所
有
を
認
め
る
が
後
者
に
は
そ
れ
を
認
め
な
い
と
す
る
差
別
的
な
も
の
で
あ
り
、
「
核
・
非
核
兵
器
国
体
制
」
の
形
成
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
条
約
が
成
立
し
た
の
は
、
核
兵
器
の
拡
散
が
核
戦
争
の
危
険
を
増
大
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
一
般
的
な
認
識
お
よ
び
そ
の
条
約
が
真
の

核
軍
縮
に
向
け
て
の
一
歩
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
七
三
／
七
四
年
の
石
油
危
機
お
よ
び
一
九
七
四
年
の
イ
ン
ド

に
よ
る
核
爆
発
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
再
び
不
拡
散
を
強
化
す
る
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
ロ
ン
ド
ソ
供
給
国
ク
ラ
ブ
、
米
国
不
拡
散
法
お

よ
び
I
N
F
C
E
（
国
際
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
評
価
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
核
物
質
、
核
装
置
、
核
技
術
な
ど
の
輸
出
制
限
も
し
く
は
国
際
保
障
措

置
の
強
化
な
ど
技
術
的
な
側
面
に
集
中
し
て
お
り
、
本
質
的
な
問
題
で
あ
る
政
治
的
な
側
面
に
ば
進
展
は
見
ら
れ
な
い
。
，
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以
下
に
紹
介
す
る
「
不
拡
散
の
た
め
の
姿
勢
－
核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
」
は
、
理
論
面
お
よ
び
実
証
面
の
両

方
よ
り
、
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
の
間
の
差
別
性
と
そ
の
解
消
、
さ
ら
に
核
兵
器
が
拡
散
す
る
危
険
と
そ
の
最
小
化
の
問
題
を
本
質
的
な
問
題
で
あ
る

政
治
的
な
側
面
か
ら
、
特
に
核
兵
器
国
の
姿
勢
と
の
関
連
で
取
り
扱
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
の
研
究
員
で
あ
っ
た
⇔
『
・
国
ロ
置
ρ
炉
ω
9
8
傍
二
〇
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
司
o
一
凶
o
津
矯
幻
o
o
ω
お
よ
び

O
o
昌
巳
o
箋
9
。
昌
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
本
書
の
目
次
を
示
し
、
次
に
内
容
を
か
な
り
詳
し
く
紹
介
し
、
最
後
に
若
干
の
批
判
を
試
み

る
。

※

※

※

※

※

※

序
文

第
一
章

　
　
1

　
　
∬

第
二
章工

　
　
1

　
　
π

第
三
章

概
説

定
義

前
提

核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
軍
備
制
限
・
安
全
保
障

政
策
“
戦
略
議
論

非
核
兵
器
国
の
政
策
目
的

非
核
兵
器
国
の
政
策
目
的
を
満
足
さ
せ
る
二
つ
の
戦
略

結
論

N
P
T
の
交
渉
、
一
九
六
五
ー
六
八
年

工

　
　
I

　
　
l

第
四
章

　
　
工

　
　
五

　
　
1

第
五
章

軍
備
制
限
軍
縮
措
置

安
全
保
障

再
検
討
、
期
間
、
脱
退
の
規
定

結
論

N
P
T
再
検
討
会
議
、
一
九
七
五
年

軍
備
制
限
軍
縮
措
置

安
全
保
障

N
P
T
の
将
来
に
お
け
る
再
検
討

結
論
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序
文
に
お
い
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
の
事
務
局
長
で

あ
る
男
冨
鼻
切
胃
ロ
9
ξ
は
、
核
兵
器
国
の
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策

と
非
核
兵
器
国
に
よ
る
核
兵
器
の
取
得
の
関
係
の
体
系
的
な
分
析
は
高
く

評
価
さ
れ
る
と
述
べ
る
と
共
に
、
核
拡
散
の
防
止
に
関
心
が
あ
る
な
ら

ば
、
拡
散
を
防
止
で
き
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
考
案
す
る
の
に
付
け
加
え

て
、
核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
な
大
国
の
た
め
の
長
期
的
な
軍
備
制

限
・
安
全
保
障
政
策
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。

　
第
一
章
の
－
概
説
」
に
お
い
て
、
著
者
は
、
核
兵
器
の
拡
散
を
最
小
限

に
す
る
た
め
の
効
果
的
な
政
策
を
設
定
す
る
た
め
に
は
、
国
際
安
全
保
障

体
制
に
お
け
る
大
国
－
特
に
核
兵
器
国
1
の
軍
備
制
限
・
安
全
保
障

政
策
が
、
独
立
し
た
核
兵
器
能
力
を
取
得
す
る
か
否
か
に
関
す
る
非
核
兵

器
国
の
決
定
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
述
べ
、
そ
れ
は
ま
ず
、
核
拡
散
の
戦
略
的
論
文
に
お
け
る
こ
の
関
係

に
つ
い
て
の
議
論
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
二
に
、
一
九
六
八
年
の

核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
N
P
T
）
の
交
渉
期
間
お
よ
び
一
九
七
五
年
の
再

検
討
会
議
に
お
い
て
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
の
間
で
行
な
わ
れ
た
こ
の

関
係
に
つ
い
て
の
議
論
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
主
張

す
る
。

　
「
工
　
定
義
」
の
問
題
と
し
て
、
ま
ず
核
兵
器
国
の
ク
ラ
ス
を
「
核
兵

器
そ
の
他
の
核
爆
発
装
置
を
製
造
し
か
つ
爆
発
さ
せ
た
国
」
と
定
義
し
、

そ
こ
に
は
米
国
、
ソ
連
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
イ
ン
ド
の
六
力
国

が
含
ま
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
N
P
T
の
定
義
か
ら
時
間
的
要
素
を
取
り

除
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
以
外
の
非
核
兵
器
国
の
う
ち
三
〇
1

四
〇
力
国
は
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
核
兵
器
国
に
な
る
潜
在
能
力
を
持
っ
て

い
る
と
述
べ
る
。

　
次
に
核
兵
器
拡
散
防
止
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
非
核
兵
器
国
が
核
兵

器
能
力
を
得
よ
う
と
決
心
す
れ
ば
そ
れ
を
防
止
で
き
る
よ
う
な
現
実
的
な

輸
出
政
策
も
保
障
措
置
体
制
も
な
い
と
考
え
る
の
で
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
能

力
の
拡
散
を
制
限
す
る
政
策
は
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
本

書
は
、
非
核
兵
器
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
満
足
さ
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
独
立
し
た
核
兵
器
能
力
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
意
図
を
最

小
限
に
し
、
集
団
的
に
一
層
の
核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
な
長
期
的

な
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
を
も
っ
ぱ
ら
取
り
扱
う
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。

　
「
豆
　
前
提
」
に
お
い
て
著
者
は
、
本
書
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
第
一

に
、
非
核
兵
器
国
へ
の
核
兵
器
の
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
は
、
長
期

的
に
見
れ
ば
安
定
し
た
国
際
安
全
保
障
体
制
に
と
っ
て
の
必
要
条
件
で
あ
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る
こ
と
、
第
二
に
、
N
P
T
お
よ
び
そ
れ
を
と
り
ま
く
よ
り
広
い
軍
備
制

限
．
安
全
保
障
体
制
は
、
核
兵
器
国
の
有
利
に
そ
し
て
非
核
兵
器
国
に
と

う
て
は
不
利
な
よ
う
に
差
別
し
て
い
る
の
で
、
核
兵
器
の
拡
散
を
最
小
限

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
N
P
T
は
核
兵
器
拡
散
防
止

の
た
め
の
個
別
的
な
軍
備
制
限
措
置
と
し
て
分
析
し
て
も
無
駄
で
あ
り
、

む
し
ろ
N
P
T
は
核
兵
器
国
お
よ
び
非
核
兵
器
国
の
両
力
の
軍
備
取
得
、

軍
備
制
限
お
よ
び
安
全
保
障
政
策
を
包
含
す
る
さ
ら
に
も
っ
と
包
括
的
な

国
際
安
全
保
障
制
度
の
一
つ
の
構
成
物
と
見
な
す
べ
き
こ
と
を
挙
げ
る
。

ず
な
わ
ち
、
核
兵
器
の
拡
散
は
不
安
定
要
因
で
あ
る
こ
と
、
N
P
T
の
差
別

性
お
よ
び
包
括
的
か
つ
世
界
的
な
展
望
に
お
け
る
認
識
の
三
点
で
あ
る
。

　
第
二
章
－
核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政

策
…
戦
略
議
論
L
に
お
い
て
は
、
N
P
T
を
最
も
よ
く
補
強
拡
大
し
、
二

〇
〇
〇
年
ま
で
核
兵
器
の
拡
散
を
最
小
限
に
し
よ
う
と
す
る
軍
備
制
限
・

安
全
保
障
政
策
に
関
す
る
核
拡
散
の
戦
略
的
文
献
に
お
け
る
議
論
が
検
討

さ
れ
る
。
こ
の
章
は
三
部
に
分
け
ら
れ
、
第
蝋
に
、
こ
の
期
間
に
核
拡
散

が
最
小
限
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
広
汎
な
反
拡
散
体
制
に
よ
っ

て
満
足
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
非
核
兵
器
国
の
軍
事
的
安
全
保
障

お
よ
び
政
治
的
威
信
と
い
う
目
的
が
検
討
さ
れ
る
。
第
二
に
、
非
核
兵
器

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
対
応
す
る
た
め
に
核
兵
器
国
が
採
用
す
る
で
あ

ろ
う
二
つ
の
仮
定
的
な
総
合
的
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
戦
略
－
ロ
一
〇
q
『

℃
o
魯
旨
o
U
o
o
藤
口
o
（
高
姿
勢
理
論
、
以
下
H
P
D
と
言
う
）
と
目
o
箋

℃
o
斡
ロ
「
o
U
o
9
ユ
昌
o
（
低
姿
勢
理
論
、
以
下
」
P
D
と
言
う
）
1
が
検

討
さ
れ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
非
核
兵
器
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
満
足

さ
せ
、
し
た
が
っ
て
N
P
T
を
拡
大
さ
せ
将
来
の
核
兵
器
の
拡
散
を
最
小

限
に
す
る
の
に
適
切
な
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
が
確
認
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
著
者
は
、
緩
和
さ
れ
た
（
日
2
鵠
h
凶
O
ユ
）
L
P
D
が
将
来
の
核
拡
散

を
も
っ
と
も
最
小
限
に
す
る
で
あ
ろ
う
包
括
的
な
反
拡
散
制
度
で
あ
る
と

結
論
す
る
。

　
「
工
　
非
核
兵
器
国
の
政
策
目
的
」
は
、
軍
事
的
安
全
保
障
と
い
う
目

的
と
政
治
的
威
信
と
い
う
目
的
に
分
け
て
行
な
わ
れ
、
ま
ゲ
菖
占
に
非
核

兵
器
国
は
核
兵
器
の
取
得
に
よ
り
そ
の
軍
事
的
安
全
保
障
を
強
化
し
よ
う

と
す
る
と
述
べ
、
四
つ
の
ケ
ー
ス
に
区
分
し
て
検
討
す
る
。

　
目
的
ω
は
、
米
国
お
よ
び
ソ
連
に
よ
る
核
ま
た
は
通
常
兵
器
に
よ
る
攻

撃
あ
る
い
は
核
の
威
嚇
に
対
す
る
抑
止
、
防
衛
ま
た
は
報
復
と
い
う
目
的

で
あ
り
、
ソ
連
、
英
国
、
フ
ラ
γ
ス
、
中
国
は
こ
の
目
的
の
た
め
に
核
兵

器
を
取
得
し
た
と
述
ぺ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
戦
略
お
よ
び
戦
術
核
兵
器

を
取
得
す
る
か
む
し
れ
な
い
大
国
と
し
て
西
ド
イ
ツ
、
日
本
、
将
来
の
西
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
（
ソ
連
お
よ
び
W
T
O
同
盟
国
に
対
し
）
が
あ
る
と

し
、
さ
ら
に
こ
の
目
的
の
た
め
に
戦
術
核
兵
器
を
開
発
す
る
か
も
し
れ
な

い
申
小
国
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
カ
ナ
ダ
、
ブ
イ
ン
ラ

ソ
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
ラ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ソ
ダ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
ト
ル
コ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
（
ソ
連
お
よ

び
W
T
O
同
盟
国
に
対
し
）
、
並
び
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ

ギ
ア
、
東
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
米
国
お
よ
び
N
A
T
O
同
盟
国
に
対

し
）
が
あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
自
殺
的
抑
止
の
威
嚇
と
し
て
小
規
模
で
脆

弱
な
先
制
第
一
撃
能
力
を
得
る
か
も
し
れ
な
い
中
小
国
と
し
て
イ
ス
ラ
エ

ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
（
ソ
連
に
対
し
）
、
キ
ユ
ー
バ
、

リ
ピ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
（
米
国
に
対
し
）
を
挙
げ
る
。

　
目
的
②
は
、
二
流
核
兵
器
国
に
よ
る
核
ま
た
は
通
常
兵
器
の
攻
撃
あ
る

い
は
核
の
威
嚇
に
対
す
る
抑
止
、
防
衛
ま
た
は
報
復
と
い
う
目
的
で
あ

り
、
イ
ソ
ド
の
核
開
発
は
中
国
に
対
す
る
も
の
と
考
え
る
と
述
べ
、
こ
の

目
的
の
た
め
に
核
兵
器
を
取
得
す
る
か
も
し
れ
な
い
国
と
し
て
日
本
、
台

湾
（
中
国
に
対
し
）
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ソ
（
イ
ン
ド
に
対
し
）
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
中
国
、
イ
ソ
ド
に
対
し
）
を
列
挙
す

る
。

　
目
的
③
は
、
隣
接
ま
た
は
同
じ
地
域
の
敵
で
あ
る
非
核
兵
器
国
ま
た
は

そ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
通
常
兵
器
の
攻
撃
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
敵
で
あ

る
非
核
兵
器
国
の
支
配
に
対
す
る
抑
止
、
防
衛
ま
た
は
報
復
と
い
う
目
的

で
あ
り
、
イ
ソ
ド
の
核
開
発
の
理
由
の
一
つ
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
す
る
も

の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
核
兵
器
を
取
得
す
る
か
も
し
れ

な
い
国
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
　
（
ア
ラ
ブ
諸
国
に
対
し
）
、
南
朝
鮮
（
北
朝

鮮
に
対
し
）
、
南
ア
フ
リ
カ
（
黒
人
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
）
、
イ
ラ
ソ

（
イ
ラ
ク
に
対
し
）
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
　
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
）
を

挙
げ
る
。

　
目
的
ω
は
、
同
じ
地
域
の
敵
で
あ
る
非
核
兵
器
国
が
核
兵
器
を
取
得
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
予
測
の
下
に
、
そ
の
敵
国
を
抑
止
し
支
配
す
る

た
め
前
も
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
目
的
で
あ
り
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
核

兵
器
を
取
得
す
る
か
も
し
れ
な
い
国
と
し
て
、
北
朝
鮮
、
南
朝
鮮
（
相
互

間
）
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
（
相
互
間
）
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ザ
イ
ー
ル
（
南

ア
フ
リ
カ
に
対
し
）
、
エ
ジ
プ
ト
、
　
イ
ラ
ク
、
リ
ピ
ア
、
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
シ
リ
ア
（
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ラ
ン
に
対
し
、
ま
た
は
相
互
間
）
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
　
タ
イ
（
日
本
に
対

し
、
ま
た
は
相
互
間
）
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
キ
ュ
ー

バ
、
メ
キ
シ
コ
（
相
互
間
）
を
挙
げ
て
い
る
。

　
非
核
兵
器
国
の
政
策
目
的
の
第
二
は
政
治
的
威
信
と
い
ヶ
目
的
で
あ
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り
、
非
核
兵
器
国
は
政
治
的
地
位
お
よ
び
威
信
を
高
め
る
た
め
に
核
兵
器

の
取
得
を
決
心
す
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、
多
く
の
非
核
兵
器
国
は
核
時

代
の
初
め
よ
り
核
兵
器
が
重
要
な
象
徴
的
機
能
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、
四
つ
の
ケ
ー
ス
に
区
分
し
て
検
討
す

る
。　

目
的
⑤
は
、
戦
後
の
国
際
政
治
秩
序
に
お
け
る
大
国
と
の
関
連
で
政
治

的
威
信
を
高
め
る
と
い
う
目
的
で
あ
り
、
こ
の
目
的
の
た
め
核
兵
器
を
求

め
る
か
も
し
れ
な
い
国
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
西
ド
イ
ッ
、
イ
ラ
ン
、
日

本
、
南
ア
フ
リ
カ
、
将
来
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
が
あ
る
と
述
べ
る
。

　
目
的
⑥
は
、
現
存
の
軍
事
同
盟
と
の
関
連
で
政
治
的
威
信
を
高
め
る
と

い
う
目
的
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
中
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
核
兵
器
国
で
あ
る

同
盟
国
と
の
関
連
で
よ
り
多
く
の
政
治
的
独
立
と
よ
り
高
い
政
治
的
地
位

を
得
る
た
め
に
核
兵
器
を
取
得
し
た
の
で
あ
り
、
イ
ン
ド
も
既
存
の
同
盟

へ
の
参
加
を
望
ま
な
い
こ
と
が
唱
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
西
ド
イ

ツ
、
日
本
、
将
来
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
は
米
国
と
の
関
連
で
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
イ
ラ
ン
は
非
同
盟
の
地
位
を
主
張
す
る
た
め
に
核
兵
器
を
取
得
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
る
。

　
目
的
ω
は
、
二
流
国
の
地
位
を
得
る
た
め
、
も
し
く
は
特
定
の
地
域
グ

ル
ー
プ
と
の
関
連
で
政
治
的
威
信
を
高
め
る
と
い
う
目
的
で
あ
り
、
イ
ン

ド
の
核
開
発
の
目
的
の
一
つ
は
こ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
目

的
の
た
め
核
兵
器
を
求
め
る
か
も
し
れ
な
い
国
と
し
て
、
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
キ
ュ
ー

バ
、
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
イ

タ
リ
ア
、
リ
ビ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
北
朝
鮮
、
フ
ィ
リ
ピ

ソ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
南
朝
鮮
、
ス
ペ
イ
ン
、
シ
リ

ァ
、
台
湾
、
タ
イ
、
ト
ル
コ
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ザ
イ
ー
ル
が
含
ま
れ
る

と
述
べ
る
。

　
目
的
⑧
は
、
現
在
の
国
際
政
治
序
列
に
お
け
る
地
位
と
権
力
の
配
分
を

変
え
る
た
め
政
治
的
威
信
を
高
め
る
と
い
う
目
的
で
あ
り
、
第
三
世
界
の

多
く
の
国
は
現
在
の
国
際
政
治
序
列
を
大
国
お
よ
び
他
の
工
業
国
に
有
利

で
彼
ら
に
不
利
な
本
質
的
に
差
別
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
多

く
の
第
三
世
界
の
国
が
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。

　
核
兵
器
国
の
政
策
目
的
の
ま
と
め
と
し
て
、
著
書
は
、
最
も
一
般
的
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
目
的
ω
ω
ω
⑧
で
あ
る
と
し
て
、
目
的
ω
の
達
成
に
関

心
を
も
つ
非
核
兵
器
国
の
ほ
と
ん
ど
は
一
方
の
核
兵
器
国
か
ら
積
極
的
安

全
保
障
を
与
え
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
業
国
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
お

よ
び
そ
の
軍
事
的
安
全
保
障
と
い
う
目
的
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
反
拡
散
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m 体
制
の
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
目
的
ω
⑦
㈲
の
達
成
に
関
心
を

も
つ
国
の
多
く
は
第
三
世
界
の
開
発
途
上
国
で
、
核
兵
器
国
か
ら
積
極
的

安
全
保
障
を
受
け
て
い
な
い
し
受
け
る
こ
と
を
望
ま
な
い
国
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
国
が
今
後
の
核
兵
器
不
拡
散
の
問
題
に
重
大
な
役
割
を
も
つ
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　
－
五
　
非
核
兵
器
国
の
政
策
目
的
を
満
足
さ
せ
る
二
つ
の
戦
略
」
の
下

で
、
著
者
は
、
核
兵
器
国
の
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
と
、
核
兵
力
を

開
発
、
取
得
、
配
備
す
る
か
否
か
の
非
核
兵
器
国
の
決
定
と
の
間
に
は
因

果
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
核
兵
器
国
の
態
度
の
二
つ
の
択

一
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
H
P
D
と
L
P
D
を
区
別
し
、
そ
れ
ら
の
理
論
の

相
違
を
以
下
の
三
点
に
わ
た
っ
て
説
明
す
る
。

　
ま
ず
第
一
に
そ
の
主
要
な
政
策
内
容
に
関
し
て
、
且
P
D
に
よ
れ
ば
、

二
大
核
兵
器
国
は
大
量
の
核
兵
器
を
維
持
し
核
兵
器
の
急
速
な
質
的
開
発

を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
大
国
の
核
兵
器
能
力
と
二
流
核
兵
器
国
お

よ
び
非
核
兵
器
国
と
の
ギ
ャ
ツ
プ
を
最
大
に
し
、
他
の
核
兵
器
国
に
よ
る

核
兵
器
の
使
用
も
し
く
は
非
核
兵
器
国
に
よ
る
核
兵
器
の
取
得
を
抑
止
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
核
ま
た
は
通
常
兵
器
の
使
用
ま
た
は
使
用
の
威

嚇
と
い
う
手
段
を
用
い
る
。
他
方
五
P
D
に
よ
れ
ば
、
米
ソ
両
国
は
少
量

の
核
兵
器
を
維
持
し
、
核
兵
器
の
質
的
開
発
の
割
合
を
制
限
し
、
核
兵
器

の
配
備
お
よ
び
使
用
の
威
嚇
の
範
囲
を
外
交
お
よ
び
軍
事
面
で
制
限
す
る

こ
と
に
よ
り
（
核
兵
器
不
配
備
地
帯
、
非
核
兵
器
地
帯
、
消
極
的
安
全
保

障
、
核
兵
器
先
制
使
用
の
禁
止
）
、
二
大
核
兵
器
国
の
核
兵
器
能
力
と
二

流
核
兵
器
国
お
よ
び
非
核
兵
器
国
と
の
ギ
ャ
ツ
プ
を
最
小
限
に
す
る
も
の

で
あ
り
、
非
核
兵
器
国
に
よ
る
核
兵
器
の
取
得
を
抑
止
す
る
た
め
新
し
い

軍
備
制
限
、
軍
備
縮
少
お
よ
び
安
全
保
障
と
い
う
包
括
的
な
義
務
を
引
き

受
け
る
。

　
第
二
に
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
必
要
な

国
際
安
全
保
障
体
制
の
変
化
に
関
し
て
、
H
P
D
は
二
〇
〇
〇
年
ま
で
現

在
の
国
際
安
全
保
障
体
制
の
多
く
を
維
持
し
よ
う
と
し
、
現
在
の
軍
備
制

限
・
安
全
保
障
政
策
の
実
質
的
な
変
化
を
拒
否
す
る
の
に
対
し
、
L
P
D

は
多
く
の
政
策
手
段
を
長
期
的
な
反
拡
散
戦
略
に
結
合
さ
せ
、
二
〇
〇
〇

年
ま
で
に
現
在
の
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
の
大
幅
な
変
更
を
求
め
て

い
る
。

　
第
三
に
そ
れ
ぞ
れ
の
客
観
的
な
機
能
に
関
し
て
、
H
P
D
は
米
ソ
間
の

戦
略
バ
ラ
ソ
ス
を
高
い
レ
ベ
ル
で
維
持
す
る
こ
と
、
お
よ
び
不
拡
散
の
最

小
限
化
よ
り
も
同
盟
の
団
結
を
維
持
す
る
こ
と
を
婁
侃
す
る
。
他
方
L
P

D
は
、
米
ソ
の
戦
略
．
バ
ラ
ン
ス
を
低
い
レ
ベ
ル
に
す
る
こ
と
お
よ
び
核
兵

器
の
使
用
ま
た
は
使
用
の
威
嚇
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
を
、
核
兵
器
拡
散
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を
最
小
限
に
す
る
こ
と
よ
り
重
視
す
べ
き
か
ど
う
か
で
一
致
し
て
お
ら

ず
、
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
は
核
攻
撃
に
対
す
る
使
用
の
た
め
の
残
存
的
な

積
極
的
安
全
保
障
を
含
む
理
論
で
あ
り
、
将
来
の
核
拡
散
を
最
小
限
に
す

る
と
い
う
目
的
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
極
端
な
L
P
D
は
積
極

的
安
全
保
障
を
全
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
次
に
著
者
は
、
H
P
D
お
よ
び
L
P
D
を
前
節
で
検
討
し
た
非
核
兵
器

国
の
政
策
目
的
の
そ
れ
ぞ
れ
と
の
関
連
で
考
察
す
る
。

　
ま
ず
H
P
D
と
非
核
兵
器
国
の
軍
事
的
安
全
保
障
と
い
う
目
的
と
の
関

連
を
検
討
し
、
目
的
ω
に
つ
い
て
、
米
ソ
が
高
い
レ
ベ
ル
で
の
核
戦
力
を

維
持
し
、
非
核
兵
器
国
で
あ
る
同
盟
国
に
積
極
的
安
全
保
障
を
提
供
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
H
P
D
は
目
的
ω
を
達
成
す
る
た
め
核
兵
器
を
取
得

ず
る
と
い
う
同
盟
国
の
動
機
を
最
小
限
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
が
、
目
的
②
③
ω
に
関
し
て
は
、
積
極
的
安
全
保
障
が
限
定
的
な
信

頼
姓
し
か
も
っ
て
い
な
い
こ
と
、
非
核
兵
器
国
を
満
足
さ
せ
る
よ
ヶ
な
軍

備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
を
主
張
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

目
的
に
対
し
て
は
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
と
述
べ
る
。

　
次
に
H
P
D
と
非
核
兵
器
国
の
政
治
的
目
的
の
達
成
に
関
し
て
、
著
者

は
、
且
P
D
は
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
代
替
的
手
段
を
提
供
し
て
い

な
い
こ
と
、
ま
た
H
P
D
は
核
兵
器
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
ユ
。
ニ
ー
ク
な
政

治
的
地
位
を
明
示
的
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
核
兵
器
が
政
治
的

有
用
性
を
も
つ
こ
と
お
よ
び
政
治
的
威
信
を
高
め
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
た
め
効
果
的
に
働
か
な
い

し
、
そ
れ
は
逆
に
非
核
兵
器
国
に
対
し
て
核
兵
器
を
取
得
す
る
た
め
の
積

極
的
な
動
機
お
よ
び
有
益
な
口
実
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
分
析
す
る
。

　
L
P
D
と
非
核
兵
器
国
の
軍
事
的
安
全
保
障
と
い
う
目
的
に
関
し
、
L

P
D
は
核
兵
器
の
実
質
的
な
制
限
お
よ
び
縮
少
並
び
に
許
容
さ
れ
る
核
兵

器
の
配
備
お
よ
び
使
用
の
制
限
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
核
兵
器
か
ら

生
じ
る
非
核
兵
器
国
に
対
す
る
威
嚇
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
作
用
す
る
と

述
べ
、
消
極
的
安
全
保
障
が
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
評
価
し
な
が

ら
も
、
積
極
的
安
全
保
障
が
限
ら
れ
た
範
囲
で
も
つ
重
要
性
を
強
調
す
る
。

　
L
P
D
と
非
核
兵
器
国
の
政
治
的
目
的
の
達
成
に
関
し
、
L
P
D
は
非

核
兵
器
国
が
重
要
だ
と
考
え
る
国
際
政
治
序
列
の
中
の
関
連
グ
ル
ー
プ
と

の
関
係
に
お
い
て
政
治
的
威
信
を
高
め
る
手
段
と
し
て
の
独
立
し
た
核
兵

器
能
力
を
明
示
的
に
拒
否
し
て
い
る
こ
と
、
L
P
D
は
核
兵
器
を
非
難
し

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
的
威
信
を
高
め
る
手
段
と
し
て
の
有
用
性
を
最

小
限
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
非
核
兵
器
国
の

核
兵
器
取
得
の
動
機
を
失
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　
「
鉦
　
結
論
」
に
お
い
て
著
者
は
、
両
理
論
の
評
価
と
し
て
、
核
兵
器
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国
に
よ
る
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
の
採
択
が
非
核
兵
器
国
の
惑
ま
ざ
ま
な
政

策
目
的
の
多
く
を
満
足
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
N
P
T
を
強
化
し
将
来
の
核

拡
散
を
最
小
限
に
す
る
と
結
論
す
る
。
反
拡
散
戦
略
と
し
て
の
R
P
D
の

評
価
は
か
な
り
低
い
も
の
で
あ
っ
て
、
H
P
D
が
最
も
効
果
的
に
達
成
す

る
の
は
目
的
ω
の
み
で
あ
り
、
目
的
②
③
ω
を
達
成
す
る
代
替
的
手
段

を
提
供
し
て
い
な
い
し
、
さ
ら
に
政
治
的
威
信
に
関
t
て
は
そ
れ
は
反
拡

散
戦
略
と
し
て
は
逆
効
果
を
も
ち
、
目
的
⑤
⑥
ω
⑧
を
達
成
す
る
た
め

非
核
兵
器
国
に
核
兵
器
を
取
得
す
る
よ
う
奨
励
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判

す
る
。

　
L
P
D
の
包
括
的
な
評
価
は
か
な
り
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
L
P
D

は
さ
ま
ざ
ま
な
非
核
兵
器
国
の
軍
事
的
安
全
保
障
お
よ
び
政
治
的
威
信
と

い
う
目
的
を
満
足
さ
せ
る
手
段
と
し
て
多
く
の
政
策
手
段
を
提
議
し
て
い

る
こ
と
を
述
べ
、
極
端
な
L
P
D
は
非
核
兵
器
国
が
目
的
ω
②
を
達
成

す
る
手
段
と
し
て
軍
備
制
限
お
よ
び
使
用
制
限
し
か
提
供
し
て
恥
ら
ず
、

こ
の
使
用
制
限
に
も
か
か
わ
ら
ず
敵
対
的
な
核
兵
器
国
か
ら
の
核
攻
撃
と

い
う
現
実
的
な
脅
威
を
感
じ
る
非
核
兵
器
国
は
、
目
的
ω
ω
を
達
成
す

る
た
め
独
立
し
た
核
兵
器
能
力
を
得
る
よ
う
誘
惑
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
は
、
最
後
の
手
段
と
し
て
主
要
な

非
核
兵
器
国
で
あ
る
同
盟
国
へ
の
一
方
的
な
積
極
的
安
全
保
障
の
提
供
と

い
う
要
素
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
目
的
ω
②
の
達
成
の
た
め
の
追
加
的

な
手
段
を
提
供
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
L
P
D
の
両
方
の

理
論
と
も
、
敵
対
的
な
核
大
国
ま
た
は
二
流
核
兵
器
国
に
よ
る
通
常
兵
器

に
よ
る
攻
撃
に
対
す
る
抑
止
ま
た
は
防
衛
乏
い
う
効
果
に
関
し
て
は
ど
ち

ら
と
も
言
え
な
い
と
述
べ
、
目
的
③
ω
に
関
し
て
は
両
理
論
と
も
効
果

的
で
あ
り
、
政
治
的
威
信
に
関
す
る
目
的
⑤
⑥
①
㈲
に
関
し
て
L
P
D

は
両
方
の
理
論
と
も
核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
と
結
論
す
る
。

第
三
章
「
N
P
T
の
交
渉
、
一
九
六
五
レ
⊥
ハ
八
年
」
は
、
核
兵
器
国
の

軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
と
非
核
兵
器
国
に
よ
る
核
兵
器
の
取
得
の
間

の
関
係
の
性
格
に
関
し
て
、
一
九
六
五
年
か
ら
六
八
年
に
い
た
る
N
P
T

の
交
渉
で
の
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
の
間
の
議
論
を
検
討
し
、
そ
と
に

お
け
る
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
の
議
論
の
多
く
が
H
P
D
と
L
P
D
の

議
論
と
平
行
七
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
全
体
と
し
て
、
著
者

は
、
核
兵
器
国
は
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
措
置
を
N
P
T
と
結
び
つ
け
る

の
に
反
対
し
、
非
核
兵
器
国
は
N
P
T
が
こ
れ
ら
の
措
置
と
分
か
ち
が
た

く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
と
述
べ
、
そ
れ
は
三
つ
の
個
別
の

問
題
に
分
か
れ
る
と
し
、
第
一
に
、
ど
の
よ
う
な
核
軍
備
制
限
軍
縮
措
置

が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
N
P
T
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
ぺ
き
か
、
第
二
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に
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
安
全
保
障
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
N
P
T
と

結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
か
、
第
三
に
、
実
体
規
定
が
長
い
間
遵
守
さ
れ
な

か
っ
た
り
不
十
分
で
あ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
再
検
討
、
期
間
、
脱
退

に
関
し
ど
の
よ
う
な
手
続
規
定
が
N
P
T
の
中
に
含
ま
れ
る
べ
き
か
、
に

関
す
る
議
論
を
検
討
す
る
。

　
「
工
　
軍
備
制
限
軍
縮
措
置
」
に
関
し
て
、
第
一
に
、
一
九
六
五
年
の

米
ソ
の
条
約
案
に
つ
い
て
そ
れ
ら
は
条
約
本
文
中
に
軍
備
制
限
軍
縮
措
置

を
入
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
言
及
し
、
そ
の
根
拠
と
な
る
核
兵
器
国
の

五
つ
の
議
論
を
紹
介
し
、
非
核
兵
器
国
側
の
態
度
と
し
て
イ
ン
ド
に
よ
る

不
拡
散
の
た
め
の
五
点
よ
り
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ス
ウ
ェ
！
デ
ソ
等
に
よ

る
包
括
的
核
実
験
停
止
、
兵
器
用
分
裂
性
物
質
生
産
停
止
の
提
案
、
さ
ら

に
他
の
非
核
兵
器
国
に
よ
る
米
ソ
の
核
軍
備
の
縮
少
の
提
案
が
あ
っ
た
こ

と
を
説
明
す
る
。

　
第
二
に
、
一
九
六
七
年
の
同
一
条
約
案
に
つ
い
て
、
核
兵
器
国
は
条
約

本
文
の
中
に
軍
備
制
限
軍
縮
措
置
を
取
り
入
れ
ず
H
P
D
に
一
致
し
た
態

度
を
示
し
た
こ
と
、
他
方
非
核
兵
器
国
は
、
こ
れ
に
関
す
る
義
務
は
前
文

に
お
け
る
意
図
の
声
明
や
一
般
原
則
の
宣
言
で
は
な
く
本
文
中
に
法
的
拘

束
力
あ
る
義
務
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、

そ
の
核
兵
器
国
の
義
務
の
内
容
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
三
に
、
一
九
六
八
年
一
月
の
同
一
条
約
案
は
新
し
い
第
六
条
を
取
り

入
れ
た
こ
と
、
し
か
し
そ
れ
は
個
別
の
協
定
を
締
結
す
る
よ
う
核
兵
器
国

を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
非
核
兵
器
国
は
こ
れ
に
対
し
て
軍

備
制
限
軍
縮
措
置
を
特
定
し
、
時
間
的
緊
急
性
を
強
調
し
、
も
っ
と
拘
束

力
あ
る
法
的
義
務
を
課
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
四
に
、
一
九
六
八
年
三
月
の
共
同
条
約
案
で
は
前
文
お
よ
び
第
六
条

に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
提
案
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
核
兵
器
国
は
こ
の
問
題
に
対

す
る
彼
ら
の
真
剣
さ
を
強
調
し
た
が
、
著
者
は
そ
こ
に
核
兵
器
国
が
L
P

D
の
論
理
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
国
連
総
会
に
お
い
て
、
二

三
非
核
兵
器
国
が
条
約
案
は
差
別
を
取
り
除
く
た
め
の
十
分
な
義
務
と
責

任
を
核
兵
器
国
に
課
し
て
い
な
い
と
批
判
し
、
一
九
非
核
兵
器
国
が
第
六

条
の
義
務
は
あ
い
ま
い
で
主
観
的
で
意
図
の
表
明
に
す
ぎ
な
い
と
非
難
し

た
こ
と
、
個
別
的
措
置
と
し
て
一
四
非
核
兵
器
国
は
近
い
将
来
に
お
け
る

包
括
的
核
実
験
停
止
を
、
九
非
核
兵
器
国
は
兵
器
用
分
裂
性
物
質
の
生
産

停
止
を
、
七
非
核
兵
器
国
は
核
兵
器
の
生
産
凍
結
を
、
さ
ら
に
四
非
核
兵

器
国
は
核
兵
器
お
よ
び
運
搬
手
段
の
縮
少
を
主
張
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。

　
第
五
に
、
一
九
六
八
年
五
月
の
共
同
条
約
案
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
動
き
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に
つ
き
、
N
P
T
は
核
兵
器
国
に
対
し
て
十
分
な
軍
備
制
限
軍
縮
義
務
を

課
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
総
会
の
議
論
に
お
い
て
N
P
T
を
批
判
し

た
四
四
非
核
兵
器
国
の
う
ち
一
四
力
国
は
ま
だ
N
P
T
を
批
准
し
て
い
な

い
し
、
N
P
T
を
推
奨
す
る
決
議
b
。
鵯
ω
（
囲
首
d
に
反
対
ま
た
は
棄
権
し

た
二
五
力
国
の
う
ち
＝
非
核
兵
器
国
は
軍
備
制
限
軍
縮
措
置
を
批
判
し

て
い
る
国
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　
「
1
　
安
全
保
障
」
に
関
し
て
、
多
く
の
非
核
兵
器
国
は
消
極
的
安
全

保
障
を
求
め
、
い
く
ら
か
の
非
核
兵
器
国
は
積
極
的
安
全
保
障
を
求
め
て

お
り
、
こ
の
非
核
兵
器
国
の
立
場
は
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
の
安
全
保
障
に

関
す
る
要
件
と
一
致
す
る
と
述
べ
る
。

　
第
一
に
、
一
九
六
五
年
の
条
約
案
は
米
ソ
と
も
こ
れ
に
関
し
て
何
ら
の

規
定
も
含
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
、
米
ゾ
と
も
N
P
T
と
の
関
連
で
非
同

盟
非
核
兵
器
国
に
対
し
安
全
保
障
を
提
供
す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た

こ
と
、
米
国
の
立
場
は
H
P
D
に
一
致
し
、
コ
ス
イ
ギ
ン
案
は
五
P
D
と

一
致
す
る
こ
と
、
非
同
盟
非
核
兵
器
国
は
広
い
範
囲
の
さ
ま
ざ
ま
な
消
極

的
安
全
保
障
を
提
案
し
、
非
核
兵
器
地
帯
の
支
持
を
表
明
し
、
コ
ス
イ
ギ

ソ
案
を
支
持
し
た
こ
と
、
若
干
の
非
核
兵
器
国
は
積
極
的
安
全
保
障
を
求

め
た
こ
と
を
記
述
す
る
。

　
第
二
に
、
一
九
六
七
年
の
同
一
条
約
案
に
も
安
全
保
障
に
関
す
る
規
定

は
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
時
期
の
非
核
兵
器
国
の
主
張
に

は
、
N
P
T
当
事
国
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
広
い
消
極
的
安
全
保
障
、
コ

ス
イ
ギ
ン
案
、
N
P
T
に
含
ま
れ
る
積
極
的
安
全
保
障
の
三
つ
の
タ
イ
プ

が
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
非
核
兵
器
国
は
消
極
的
安
全
保
障
に
興
味
を

示
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
三
に
、
噌
九
六
八
年
一
月
の
同
一
条
約
案
に
つ
い
て
、
メ
キ
シ
コ
が

提
案
す
る
非
核
兵
器
地
帯
に
関
す
る
第
七
条
が
条
約
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

こ
と
は
L
P
D
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
非
核
兵
器
国
の
主
張
す

る
消
極
的
安
全
保
障
は
米
国
に
拒
否
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
四
に
、
鴫
九
六
八
年
三
月
の
安
全
保
障
理
事
会
決
議
案
は
積
極
的
安

全
保
障
で
あ
り
、
N
A
T
O
、
W
T
O
諸
国
を
含
む
二
ニ
カ
国
は
こ
れ
を

支
持
し
た
が
、
多
く
の
非
核
兵
器
国
は
以
下
の
二
つ
の
理
由
に
よ
り
反
対

し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
二
五
非
核
兵
器
国
は
そ
れ
が
消
極
的
安
全
保
障
を

排
除
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
反
対
し
、
そ
の
う
ち
一
〇
力
国
は
ま
だ
条

約
を
批
准
し
て
い
な
い
こ
と
、
四
一
非
核
兵
器
国
は
安
全
保
障
理
事
会
決

議
案
が
手
続
的
お
よ
び
実
体
的
な
側
面
に
お
い
て
十
分
な
積
極
的
安
全
保

障
を
提
供
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
反
対
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。

　
第
五
に
、
一
九
六
八
年
五
月
の
共
同
条
約
案
に
お
い
て
、
米
ソ
は
N
P



珊
T
と
国
連
憲
章
の
下
で
の
武
力
不
行
使
義
務
の
関
連
を
強
調
す
る
条
項
を

前
文
に
挿
入
し
た
が
、
安
全
保
障
に
関
す
る
核
兵
器
国
の
立
場
は
完
全
に

H
P
D
と
噌
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
多
く
の
非
核
兵
器

国
は
安
全
保
障
理
事
会
決
議
お
よ
び
関
連
し
た
一
方
的
宣
言
は
十
分
な
積

極
的
安
全
保
障
を
提
供
し
て
い
な
い
と
述
べ
、
こ
の
主
張
を
行
な
っ
た
四

一
非
核
兵
器
国
の
う
ち
一
九
力
国
は
ま
だ
N
P
T
を
批
准
し
て
い
な
い
こ

と
、
多
く
の
非
核
兵
器
国
の
立
場
は
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
の
立
場
に
一
致

す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

　
「
1
　
再
検
討
、
期
間
軸
脱
退
の
規
定
」
に
お
い
て
、
第
一
に
鼻
一
九

六
五
年
条
約
案
は
米
ソ
と
も
無
期
限
で
脱
退
の
権
利
を
規
定
し
、
米
国
案

は
条
約
の
運
用
の
再
検
討
を
規
定
し
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
、
著
者
は
、

再
検
討
、
期
間
、
脱
退
の
問
題
へ
の
関
心
は
、
N
P
T
自
体
の
中
に
特
別

な
軍
備
制
限
お
よ
び
安
全
保
障
の
措
置
を
入
れ
る
こ
と
を
望
む
非
核
兵
器

国
と
、
N
P
T
を
短
期
的
に
は
そ
れ
自
体
目
的
と
し
て
別
個
に
取
り
扱
お

う
と
す
る
核
兵
器
国
と
の
間
の
一
種
中
間
的
な
立
場
を
形
成
し
て
い
る
と

分
析
す
る
。

　
第
二
に
、
一
九
六
七
年
の
同
一
条
約
案
は
条
約
発
効
五
年
後
の
再
検
討

会
議
を
規
定
し
て
お
り
、
核
兵
器
国
の
軍
備
制
限
軍
縮
の
達
成
を
監
視
す

る
任
務
を
与
え
て
い
る
の
は
少
な
く
と
も
L
P
D
の
論
理
を
認
め
て
い
る

こ
と
に
な
る
と
述
べ
、
非
核
兵
器
国
の
立
場
は
、
再
検
討
、
期
間
、
脱
退

の
問
題
を
N
P
T
が
効
力
を
維
持
し
続
け
る
条
件
を
厳
し
く
す
る
た
め
の

も
の
と
見
な
し
て
お
り
、
L
P
D
の
立
場
に
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
、
非

核
兵
器
国
は
再
検
討
会
議
に
お
い
て
、
核
兵
器
国
が
軍
備
制
限
軍
縮
の
過

程
を
継
続
す
る
義
務
を
履
行
し
て
い
る
程
度
を
検
証
し
核
兵
器
国
に
圧
力

を
か
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
述
べ
る
。

　
第
三
に
、
一
九
六
八
年
一
月
の
同
一
条
約
案
は
期
間
を
二
五
年
と
し
、

そ
の
後
無
期
限
ま
た
は
一
定
期
間
の
延
長
を
多
数
決
で
決
定
す
る
と
規
定

し
た
こ
と
、
再
検
討
会
議
の
範
囲
と
頻
度
に
関
し
、
い
く
ら
か
の
非
核
兵

器
国
は
定
期
的
な
会
議
を
提
案
し
た
が
も
っ
と
ゆ
る
や
か
な
ス
ウ
ェ
ー
デ

ソ
案
が
後
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
、
再
検
討
会
議
の
決
定
は
過
半
数
に

よ
る
と
い
う
修
正
は
拒
否
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。

　
第
四
に
、
一
九
六
八
年
三
月
お
よ
び
五
月
の
条
約
案
で
、
米
ソ
は
再
検

討
の
範
囲
に
前
文
の
目
的
を
も
含
め
、
以
前
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
案
を
受
け

入
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
L
P
D
の
論
理
を
再
び
認
め
て
い
る
こ
と
に
な
る

と
述
べ
る
。

　
冠
　
結
論
」
に
お
い
て
、
著
者
は
、
N
P
T
の
交
渉
を
ふ
り
返
っ
て

み
る
こ
と
に
よ
り
N
P
T
を
補
強
す
べ
き
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
制
度
に

関
す
る
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
の
考
え
が
ど
れ
だ
け
異
な
っ
て
い
た
か
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明
ら
か
に
な
る
と
し
、
交
渉
の
結
果
と
し
て
の
歩
み
よ
り
に
も
か
か
わ
ら

ず
最
終
的
な
N
P
T
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
二
つ
の
ク
ラ
ス
の
国
家
に
対
す

る
義
務
、
期
待
、
危
険
、
特
権
は
、
実
体
に
お
い
て
も
法
的
拘
束
力
に
お

い
て
も
大
変
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
最
初
の
三
条
は
非
核
兵
器
国
に
対
し

厳
格
で
、
特
定
し
た
、
物
理
的
な
、
即
時
の
ま
た
は
近
い
将
来
の
義
務
を

集
合
的
に
課
し
て
お
り
、
二
つ
の
ク
ラ
ス
の
国
家
を
極
め
て
不
均
衡
に
取

り
扱
い
明
ら
か
に
差
別
的
な
義
務
の
配
分
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に

続
く
N
P
T
の
四
つ
の
条
項
お
よ
び
安
全
保
障
理
事
会
決
議
は
、
差
別
を

解
消
す
る
た
め
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
核
兵
器
国
に
対
す
る
義
務
は
す
べ

て
勧
告
的
で
、
推
定
的
で
、
偶
発
的
な
も
の
で
不
確
定
な
将
来
に
の
み
履

行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
は
差
別
性
を
解
消
し
て
い
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
四
章
「
N
P
T
再
検
討
会
議
、
一
九
七
五
年
」
に
お
い
て
、
著
者
は

核
兵
器
国
の
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
と
非
核
兵
器
国
に
よ
る
核
兵
器

の
取
得
と
の
間
の
性
格
に
関
し
て
一
九
七
五
年
の
再
検
討
会
議
で
の
議
論

を
検
討
す
る
。

　
コ
ー
　
軍
備
制
限
軍
縮
措
置
」
に
お
い
て
、
著
者
は
、
核
兵
器
国
が
再

検
討
会
議
で
L
P
D
の
基
本
的
な
論
理
を
認
め
な
が
ら
も
、
軍
備
制
限
軍

縮
措
置
に
関
す
る
交
渉
継
続
の
追
加
的
義
務
を
課
す
い
か
な
る
提
案
の
審

議
を
も
拒
否
し
た
こ
と
、
非
核
兵
器
国
は
核
兵
器
国
が
第
六
条
の
下
で
の

義
務
を
履
行
し
て
い
な
い
と
考
え
、
核
兵
器
国
が
効
果
的
な
軍
備
制
限
軍

縮
措
置
を
達
成
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
た
こ
と
、
非
核
兵
器
国
は
さ
ら
に

こ
の
義
務
は
交
渉
を
継
続
す
る
だ
け
で
な
く
合
理
的
時
間
内
に
実
質
的
措

置
に
合
意
す
る
義
務
で
あ
る
と
主
張
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
メ
キ
シ
コ
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
包
括
的
核
実
験
禁
止
に
関
す
る
追
加
議
定
書
案
1

お
よ
び
米
ソ
の
核
兵
器
能
力
の
実
質
的
削
減
に
関
す
る
追
加
議
定
書
案
五

を
提
出
し
た
が
、
核
兵
器
国
お
よ
び
そ
の
同
盟
国
は
、
そ
れ
は
再
検
討
会

議
の
審
議
事
項
で
は
な
い
こ
と
、
非
現
実
的
で
あ
る
こ
と
、
恣
意
的
で
あ

る
こ
と
の
理
由
に
よ
り
直
ち
に
拒
否
し
た
こ
と
を
説
明
し
、
最
後
に
議
長

の
臼
ず
o
誘
ω
8
が
最
終
宣
言
の
中
に
、
核
兵
器
国
へ
の
特
別
の
批
判
を
避

け
な
が
ら
、
非
核
兵
器
国
の
関
心
の
い
く
つ
か
を
取
り
入
れ
た
こ
と
を
述

べ
る
。

　
コ
E
　
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
核
兵
器
国
は
安
全
保
障
理

事
会
決
議
お
よ
び
関
連
し
た
一
方
的
宣
言
に
よ
る
積
極
的
安
全
保
障
で
十

分
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
非
核
兵
器
国
は
そ
れ
ら
は
不
十
分
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
、
あ
る
非
核
兵
器
国
は
も
っ
と
強
力
な
法
的
拘
束
力
あ
る
積

極
的
安
全
保
障
を
要
請
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
多
く
の
非
核
兵
器
国
は
L
P
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D
に
従
い
核
兵
器
国
の
核
兵
器
の
配
備
お
よ
び
許
容
さ
れ
る
使
用
を
制
限

す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
普
遍
的
消
極
的
安

全
保
障
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
追
加
議
定
書
案
H
、
非
核
兵
器
国

内
に
お
け
る
核
兵
器
の
配
備
の
制
限
、
非
核
兵
器
地
帯
の
設
置
の
三
つ
が

あ
っ
た
が
、
核
兵
器
国
は
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
全
く
関
心
を
示
さ
な

か
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
結
論
的
に
著
者
は
、
核
兵
器
国
は
消
極
的
で
あ
れ

積
極
的
で
あ
れ
も
っ
と
進
ん
だ
安
全
保
障
に
対
す
る
非
核
兵
器
国
の
要
求

に
対
応
す
る
必
要
性
を
全
く
感
じ
て
い
な
か
っ
た
と
分
析
す
る
。

　
－
H
　
N
P
T
の
将
来
に
お
け
る
再
検
討
L
に
お
い
て
、
著
者
は
、
将

来
の
再
検
討
も
一
九
七
五
年
の
再
検
討
会
議
に
お
け
る
の
と
同
じ
く
、
N

P
T
を
と
り
ま
く
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
制
度
の
タ
イ
プ
に
関
す
る
核
兵

器
国
と
非
核
兵
器
国
の
深
い
差
異
を
示
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
核

兵
器
国
は
N
P
T
が
核
兵
器
の
水
平
的
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
に
主
と
し

て
考
え
ら
れ
た
単
一
の
副
次
的
軍
備
制
限
措
置
と
み
な
し
続
け
る
で
あ
ろ

う
し
、
ほ
と
ん
ど
の
非
核
兵
器
国
は
そ
れ
と
対
照
的
に
、
N
P
T
は
現
在

の
核
兵
器
国
の
核
兵
器
能
力
を
制
限
し
非
核
兵
器
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
安
全

保
障
の
目
的
に
よ
り
よ
く
対
応
す
る
よ
う
な
包
括
的
か
つ
差
別
解
消
的
な

軍
備
制
限
・
安
全
保
障
制
度
に
よ
り
拡
大
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
確

信
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
一
九
七
五
年
の
再
検
討
会
議
は
、
こ

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
う
め
る
と
感
じ
さ
せ
期
待
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
し

な
か
っ
た
と
結
論
す
る
。

　
第
五
章
「
結
論
」
に
お
い
て
著
者
は
、
本
書
に
お
い
て
核
兵
器
国
の
軍

備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
と
非
核
兵
器
国
に
よ
る
核
兵
器
の
取
得
と
の
間

の
関
係
の
性
質
を
探
究
し
た
こ
と
、
ま
ず
第
一
章
で
、
核
拡
散
の
防
止
に

関
心
が
あ
る
な
ら
ば
非
核
兵
器
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
満
足
さ
せ
、
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
独
立
し
た
核
兵
器
能
力
を
得
よ
う
と
す
る
そ
の
意
図
を

最
小
限
に
し
、
集
合
的
に
将
来
の
核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
な
長
期

的
な
相
互
に
両
立
す
る
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
を
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
第
二
章
で
は
、
核
兵
器
国
が
非
核
兵
器
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
目
的
を
満
足
さ
せ
将
来
の
核
拡
散
を
最
小
限
に
で
き

る
最
も
効
果
的
な
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
制
度
は
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
で

あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
を
試
み
た
と
述
べ
、
第
三
、
四
章
で
は
、
核
兵
器

国
の
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
と
非
核
兵
器
国
の
核
決
定
の
間
の
関
係

の
性
質
に
関
す
る
一
九
六
五
年
か
ら
六
八
年
の
N
P
T
の
交
渉
の
間
お
よ

び
一
九
七
五
年
の
N
P
T
再
検
討
会
議
に
お
け
る
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器

国
の
議
論
の
多
く
は
、
H
P
D
と
L
P
D
の
問
の
議
論
と
そ
れ
ぞ
れ
平
行

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
試
み
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
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最
後
に
、
も
し
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
の
論
理
に
説
得
力
が
あ
り
、
も
し

核
兵
器
国
が
現
在
の
国
際
安
全
保
障
体
制
に
お
け
る
大
国
と
し
て
将
来
の

核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
と
い
う
目
的
に
真
剣
で
あ
る
な
ら
ば
、
核
兵
器

国
は
こ
れ
ら
の
義
務
を
引
き
受
け
そ
の
代
価
を
払
う
準
備
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
逆
に
核
兵
器
国
が
H
P
D
を
支
持
し
続
け
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
核
兵
器
国
が
将
来
の
核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
に
本
当
に
真
剣

で
は
な
い
こ
と
を
示
す
し
、
核
拡
散
が
引
き
続
き
起
こ
り
や
す
い
こ
と
を

示
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
結
論
と
し
て
述
べ
る
。

　
　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※

　
本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
核
兵
器
不
拡
散
問
題
に
対
す
る
著
者
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
核
兵
器
不
拡
散
条
約
は
、
主
と
し
て
、

核
兵
器
の
拡
散
が
国
際
の
平
和
と
安
全
を
危
う
く
す
る
と
い
う
認
識
お
よ

び
そ
れ
が
核
軍
縮
に
向
け
て
の
第
一
歩
と
な
り
う
る
と
い
う
期
待
に
基
づ

い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
国
が
こ
の
条
約
に
参
加
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
条
約
自
体
は
か
な
り
差
別
的
な
内
容
を
含
む
も
の
で

あ
り
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
国
は
条
約
の
外
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
し
、
条

約
当
事
国
も
脱
退
す
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。
条
約
成
立
後
も
条
約

を
履
行
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
さ
ら
に
核
兵
器
不
拡
散
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
手
段
と
し
て
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
は
技
術
的
な
側
面
か
ら
核
兵
器
不
拡
散
を
強
化

し
よ
う
と
す
る
方
法
で
、
こ
れ
は
国
際
保
障
措
置
制
度
の
強
化
、
核
物

質
、
核
装
置
、
核
技
術
な
ど
の
輸
出
制
限
、
あ
る
い
は
拡
散
を
防
止
で
き

る
よ
う
な
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
検
討
な
ど
で
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
実

際
に
採
用
さ
れ
て
き
た
方
法
で
あ
る
。
第
二
の
方
法
は
、
非
核
兵
器
国
が

核
兵
器
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
動
機
あ
る
い
は
目
的
そ
れ
自
体
を
他
の
方

法
で
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、
問
題
の
本
質
的
な
部
分
を
取
り
扱
う
こ
と
に

よ
り
不
拡
散
体
制
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
政
治
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
。

　
著
者
が
と
る
の
は
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
「
非
核
兵
器
国
が
核

兵
器
能
力
を
得
る
こ
と
を
決
心
す
れ
ば
、
そ
れ
を
防
止
で
き
る
よ
う
な
何

ら
の
政
治
的
に
見
て
現
実
的
と
思
え
る
輸
出
政
策
も
保
障
措
置
体
制
も
あ

る
と
は
考
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
非
核
兵
器
国
が
核
兵
器
の
取

得
を
決
心
す
れ
ば
そ
れ
を
否
定
す
る
よ
う
な
何
ら
の
長
期
的
な
手
段
も
な

い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
、
長
期
的
な
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
を
も
っ
ぱ
ら
取
り
扱
う
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
他
方
、
本
書
の
序
文
を
書
い
て
い
る
ゆ
m
ヨ
”
ξ

は
、
「
拡
散
を
防
止
で
き
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
考
案
す
る
の
に
付
け
加

え
て
、
核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
な
大
国
の
た
め
の
長
期
的
な
軍
備
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制
限
・
安
全
保
障
政
策
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
L
と
述
べ
、
両
方

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
唆
し
て
お
り
、
著
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
明
ら
か
に

異
な
っ
て
い
る
。

　
七
〇
年
代
後
半
に
実
際
に
と
ら
れ
た
第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り
も
、
著
、

者
の
選
ん
だ
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
が
極
め
て
す
ぐ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
長
期
的
な
観
点
に
立
っ
た
場
合
、
技
術
的

な
解
決
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
て
決
し
て
全
面
的
な
解
決
と
は
な
ら
な

い
し
、
技
術
開
発
と
共
に
価
値
が
な
く
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
も
っ
と
重
要
な
理
由
と
し
て
、
輸
出
制
限
、
保
障
措
置
の
強
化

な
ど
の
技
術
的
な
手
段
は
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
の
差
別
性
を
解
消
す
る

ど
こ
ろ
か
か
え
っ
て
そ
の
差
別
性
を
助
長
す
る
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、

第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
条
約
の
差
別
性
を
核
軍
縮
の
進
展
お
よ
び
非
核

兵
器
国
の
安
全
保
障
の
強
化
と
い
う
手
段
に
よ
り
解
消
さ
せ
、
非
核
兵
器

国
の
目
的
自
体
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
核
兵
器
取
得
の
動
機
そ
れ

自
体
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
著

者
が
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
択
し
た
こ
と
は
本
書
の
価
値
を
極
め
て
高

い
も
の
に
し
て
い
る
。

　
次
に
、
本
書
で
行
な
わ
れ
て
い
る
研
究
の
方
法
論
は
、
理
論
的
研
究
と

そ
れ
に
関
す
る
実
証
的
研
究
の
二
本
立
て
で
あ
る
。
ま
ず
理
論
的
研
究
の

初
め
に
、
非
核
兵
器
国
の
核
兵
器
取
得
の
目
的
を
軍
事
的
安
全
保
障
と
政

治
的
威
信
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
八
つ
の
場
合
に
分
け
て
検
討
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
の
目
的
は
網
羅
的
で
な
い
に
せ
よ
問
題
の
ほ
ぼ
全
域
を
カ

パ
ー
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
非
核
兵
器
国
の
動
機
の
研
究
と
し

て
も
秀
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
研
究
の
中
心
は
、
核
兵
器

国
の
軍
備
制
限
・
安
全
保
障
政
策
に
対
す
る
姿
勢
を
出
茜
げ
℃
o
ω
ε
『
o

U
o
9
ユ
ロ
o
と
P
o
箋
℃
o
ω
ε
冨
U
o
9
ユ
ロ
o
と
い
う
二
つ
の
対
照
的
な
理

論
か
ら
引
き
出
し
、
両
理
論
の
そ
れ
ぞ
れ
が
前
述
の
非
核
兵
器
国
の
目
的

ω
1
㈹
を
い
か
に
満
足
さ
せ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
理
論
は
極
め
て
詳
細
に
さ
ま
ざ
ま
な
側
面

か
ら
検
討
さ
れ
対
比
さ
れ
て
お
り
、
両
理
論
の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
モ
デ
ル
と
し
て
の
二
つ
の
理
論
の
分
析
は
包
括
的
か
つ
緻

密
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
極
め
て
説
得
力
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
実
証
的
研
究
の
方
も
極
め
て
詳
細
に
わ
た
り
、
核
兵
器
国
と
非
核
兵

器
国
の
見
解
の
対
立
を
明
白
に
し
て
お
り
、
貴
重
な
研
究
と
な
っ
て
い

る
。　

最
後
に
、
本
書
の
問
題
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
二
つ
の
理
論

の
分
析
の
後
最
善
の
理
論
と
し
て
著
者
が
採
用
す
る
緩
和
さ
れ
た
L
P
D

に
つ
い
て
で
あ
る
。
非
核
兵
器
国
に
対
す
る
安
全
保
障
に
関
し
、
H
P
D
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のめたの散
拡

林
介

紹

捌
が
積
極
的
安
全
保
障
を
中
心
に
お
き
、
L
P
D
は
消
極
的
安
全
保
障
を
中

心
に
お
く
が
、
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
は
一
定
の
範
囲
で
積
極
的
安
全
保
障

の
役
割
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
特
に
目
的
ω
②
の
達
成
の
た

め
に
残
存
的
な
積
極
的
安
全
保
障
が
必
要
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
が
将
来
の
核
拡
散
を
最
小
限
に
す

る
の
に
役
立
つ
と
述
べ
つ
つ
、
極
端
な
L
P
D
と
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
と

の
違
い
は
、
「
米
ソ
の
戦
略
．
ハ
ラ
ソ
ス
を
低
い
レ
ベ
ル
に
す
る
こ
と
お
よ

び
核
兵
器
の
使
用
ま
た
は
使
用
の
威
嚇
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
」
と
い
う

目
的
と
、
「
核
兵
器
の
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
」
と
い
う
目
的
の
ど

ち
ら
を
選
ぶ
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
述
べ
る
。
か
り
に
著
者
の
主
張
す

る
よ
う
に
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
が
核
兵
器
の
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
と
し

て
も
、
核
兵
器
不
拡
散
は
そ
れ
自
体
最
終
的
な
目
的
と
は
な
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
る
し
、
そ
の
理
論
が
核
兵
器
の
使
用
の
可
能
性
を
増
大
し
、
核
軍

縮
を
阻
害
す
る
よ
う
で
は
か
え
っ
て
国
際
の
平
和
と
安
全
に
と
っ
て
マ
イ

ナ
ス
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
そ
の
標
題
が
示
す
よ
う
に
、

核
拡
散
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
政
策
を
検
討
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
核
兵
器
不
拡
散
の
問
題
は
そ
れ
自
体
最
終
的
な
目
的
と
見
な
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
く
、
核
兵
器
不
拡
散
が
核
戦
争
の
危
険
を
減
少
さ
せ
核
軍
縮

の
達
成
を
可
能
に
す
る
と
い
う
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
著
者
の
主
張
す
る
よ
う
に
緩
和
さ
れ
た
L
P
D
を
採
用
す

る
こ
と
は
、
た
と
え
核
拡
散
の
防
止
に
役
立
つ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
核
兵

器
の
使
用
の
可
能
性
を
増
大
し
、
核
兵
器
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
核
軍
縮
へ
の
進
展
を
阻
害
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
特
に
長
期
的
な

観
点
に
立
っ
た
場
合
に
は
有
効
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
一
・
一
〇
・
五
）


